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特別利益（負ののれん発生益）の計上及び 

業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 
 

2019 年３月期第２四半期連結累計期間において、特別利益（負ののれん発生益）を計上すること

になりましたのでお知らせするとともに、2018 年４月 27 日に公表いたしました 2019 年３月期第２

四半期（累計）連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

記 

１．特別利益（負ののれん発生益）の計上について 

当社は、2018 年７月 31 日をみなし取得日として、株式会社システムを連結子会社といたしまし

た。これに伴い、2019 年３月期第２四半期連結累計期間において、負ののれん発生益 186 百万円

を特別利益として計上いたします。 

 

２．2019 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異 

（2018 年３月 21 日～2018 年９月 20 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１ 株 当 た り

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円   銭

前回発表予想（Ａ） 10,500 400 400 250 17.24

今回実績値（Ｂ） 10,979 561 583 489 33.79

増減額（Ｂ－Ａ） 479 161 183 239 

増減率（％） 4.6 40.3 45.9 96.0 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2018 年３月期第２四半期) 
9,995 719 716 444 30.68

 

３．差異の理由 

生活機器事業のワイヤレススピーカーなどの耳関連商品や情報機器事業の道路工事用表示機の

売上高が伸長したことから、営業利益、経常利益におきまして業績予想値を上回ることとなりま

した。また、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、上記の特別利益の計上により業

績予想値を大幅に上回りました。 

なお、通期の業績予想につきましては、今後の経済情勢や市場動向に先行き不透明な要素が多

いことから、当初予想は変更しておりません。 

 

以 上 


